
　ヒスパニックとは、スペインと、ラテンアメリカやアジアにおけるその旧植民地諸国（メキ
シコ、キューバ、プエルトリコ、フィリピンなど）の人々や文化を総称する言葉です。近年は特
に、ハイチ（フランス語圏）やブラジル（ポルトガル語圏）を含めたラティーノという言葉とと
もに、アメリカ合衆国最大のマイノリティ勢力を指す用語として、メディアなどで広く使われ
ています。ヒスパニックの特色は、スペイン語を母語とし、カトリックの伝統に基づく価値観
を共有する点にあります。我が国でも、この文化圏から日系を中心とする定住外国人の受け入
れが進んでおり、身近な異文化の一つです。
　私の研究は、こうしたヒスパニック世界が歴史的にどのように形成されてきたのかを、グ
ローバリゼーションの端緒とされる大航海時代（15c.半～17c.半）を中心に明らかにするもの
です。また、この文化圏の人々が移民という形でアメリカや日本に定住する現代において、既
存の社会との共存はいかにして可能になるのかを、多文化主義の観点から模索するものです。

スペイン語話者の分布
〔出典：Spanish Language Domains http://spanishlanguagedomains.com/the-spanish-language-the-facts-and-figures/〕
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ヒスパニックの歴史的・文化的・宗教的背景をお伝えし、ビジネスや交
流を望む自治体や企業とのかけ橋になれればと思います。
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まつ もり な つ こ

　現在の関心は企業・組織間の連携によるイノ
ヴェーションです。一方当研究室では地域の企
業の皆様を集めたコラボレーションのための
ワークショップを行う予定です。地域にて組織/
企業の枠を超えて、複数の企業・組織が共同で
新しい技術や商品・サービスの開発をおこなう
きっかけになるオープン・イノヴェーションの
「場」を創りたいと考えております。
　特に、これまでチャレンジしてきたがうまく
花開かなかった技術・知識/（死蔵）特許や、これ
から挑戦したいが社内の賛同が得られにくいと
いう技術・商品・サービス企画を発掘、再チャレンジする「場」の創造を目指しています。
　静岡県は「産業のデパート」と呼ばれ、製造業比率が高い全国有数の「ものづくり」県です。し
かし、アジア諸国の経済成長もさることながら、ドイツを中心とした製造業革命プロジェクト
である「インダストリー4.0」が進められている中、「ものづくり」県の評価もいつまで続くか
不透明でしょう。過去の成功体験やこれまでのパターン/法則にとらわれず、異質な知識が結
びつく「場」づくりを進めていきたいと思います。
　また革新的な取り組みを行って来た企業様にとりましては、過去の歴史を振り返ることも
お考えの向きがあろうかと存じます。社史づくり等にもご協力できれば幸いです。

ワークショップの様子

業界やセクターの枠を越えた、新しい結びつきを創る「場」を一緒につく
りましょう
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ワークショップの様子

みや ざき くに お
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